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（言語性 IQ）は、術後早期の装用後 3 ヶ月の聴性行動・発声行動と相関を認め、術前の乳幼
児期の言語活動が人工内耳聴覚による音声機能の形成と活用に関与することが示唆された。 
 
 (考察) 
本研究では、先天性重度聴覚障害児への高度先進医療として注目された人工内耳聴覚の小児期の
適用効果について、術前から就学期までの聴覚処理能と音声言語処理能の両側面で発達経過を評価
し、長期的発達に関する知見を得た。先天性聴覚障害小児では、人工内耳装用後、直ちに高い聴覚
情報処理能が形成され、良好な聴覚フィードバック回路の形成に関連して音声言語処理能が発現す
ることを示し、従来の知見に具体的発現時期の情報を加えた。さらに、就学期の音声言語処理能の
達成度については、装用後初期の聴覚・音声処理能の発達変容の関与が大きく、人工内耳装用効果
や発達に関する予後予測については、術後の中期改善に注目し、慎重に経過を観察することが重要
審査様式２－１ 
 
 -３
と考察した。 
一方で、人工内耳により聴覚・音声処理能の達成度および発達経過については、個人差が大きい
という実態について、医学的・教育的要因等の関連要因の関与と要因の不明な状況を解析し、本研
究で得られた知見に基づいて人工内耳装用後には長期的に発達を観察し、必要に応じた支援計画の
策定と系統的指導が重要であると指摘した。 
 
審査の結果の要旨 
(批評) 
 本研究は、重度聴覚障害児の聴覚補償手段として、近年、普及の著しい人工内耳埋込術術後例に
ついて、医療施設で聴覚言語障害学の観点から長期的に発達経過を観察し、多数例の知見に基づい
て、その効果と発達変容および課題について解析を行い、術後発達に関して標準となる知見を明ら
かにした。とくに、開発初期の平均的な治験情報に対し、広範な臨床成果についての個人差を明示
し、医療的施術に加えて、術前から一貫した聴覚音声言語発達に関するリハビリテーションの重要
性とその根拠について明らかにし、医療・療育・教育領域の臨床指針策定に有用な結論に至ったこ
とは高く評価できる。 
平成２８年１月２２日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説
明を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格
と判定した。 
よって、著者は博士（リハビリテーション科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと
認める。 
